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子
ど
も
の
虐
待
を
な
く
そ
う
！
③

～
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
～

「
つ
な
が
り
」
で
、
子
ど
も
を
守
る

子
ど
も
家
庭
相
談
課　

（
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）
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ま
た
は
市
内
各
保
健
セ
ン
タ
ー

滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー　
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７
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食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
支
援
課

　

（
２
５
）
８
１
３
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▼
対
象
者　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
開
催
日

　
《
マ
キ
ノ
》
９
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　

  

11
月
26
日
（
金
）

　
《
今　

津
》
11
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
　

  

１
月
19
日
（
水
）

　
《
安
曇
川
》
１
月
14
日
（
金
）

　
《
朽　

木
》
10
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　

  

１
月
18
日
（
火
）

　
《
高　

島
》
10
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　

  　

11
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

  　

12
月
21
日
（
火
）

　
《
新　

旭
》
11
月
17
日
（
水
）

▼
時　

間　

10
時
〜
12
時
30
分（
予
定
）

▼
参
加
費　

２
０
０
円

　

申
込
期
限
や
定
員
、
開
催
場
所
な
ど

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・

各
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
す
で
に
終
了
し
て
い
る
回
が
あ
り
ま
す
が
、

第
２
回
、
第
３
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
。

通告先

（　）内は年累計

建物火災／０（６）
林野火災／０（０）

火災 救急 救助 件数件数月月のの６６

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 105件 105件 0 件

死　者　数 3 人 0人 3人

傷　者　数 131人 135人 ▲4人

発生場所
マキノ 16
今　津 29
朽　木 1
安曇川 21
高　島 15
新　旭 23

●発生状況（累計）

追　突　28件（26.7％）
出合頭　32件（30.5％）

事故の形態

34件（32.4％）

高齢者（６５歳以上）の事故

車 両 火 災／０（２）
その他火災／２（６）

一般負傷／26（176）
そ の 他／28（154）

交通事故／13（97）
急病／105（707）

火　　災／０（７）
水難事故／０（０）

交通事故／５（10）
そ の 他／３（５）

消防総務課　 （22）1234

（注）【救急】　その他=火災+労働災害+運動競技+
　　　　　　 　　　　  加害 +自損行為+転院搬送等
（注）【救助】　その他=自然災害+機械事故+
　　　　　　   　　　　建物事故+ガス事故+爆発等

●交通事故の特徴

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
に
は
万
全
の
対
策
を
！

　

夏
、
本
番
。
琵
琶
湖
を
中
心
に
山
や
川
は
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
ま
す
。
そ
の
反
面
、
こ
の
季
節
は
、
水
の
事
故
や

山
の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
防
ぎ
、
安
全
で
快
適
な
夏

の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

高島市内の交通事故発生状況高島市内の交通事故発生状況 （平成22年６月末現在）（平成22年６月末現在）

高
島
警
察
署　

（
２
２
）
０
１
１
０

　

・
登
山
届
等
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
家
族

　
　

に
登
山
コ
ー
ス
、
日
程
等
を
必
ず
伝
え
て

　
　

お
く
。

　

・
単
独
登
山
は
し
な
い
。
知
識
、
経
験
豊
富

　
　

な
人
と
同
行
す
る
。

　

・
十
分
な
装
備
を
準
備
し
、
万
全
な
体
調
で

　
　

行
う
。

　

・
通
信
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
携
帯
電
話
・

　
　

予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
を
携
行
す
る
。

山岳遭難      
対策

●
登
山
者
の
方
へ

　

登
山
は
、
大
自
然
を
相
手
に
す
る
た
め
に
リ

ス
ク
を
伴
う
も
の
で
す
。
そ
の
リ
ス
ク
は
、
登

山
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
回
避
す
る
こ
と
が

大
原
則
で
す
。

　

ま
た
、
滋
賀
県
の
山
へ
登
山
さ
れ
る
方
を
対

象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
登
山
届
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
登
山
箱
」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ク
セ
ス
は
・
・
・

　

か
ら
お
願
い
し
ま
す

●
遊
泳
や
水
辺
で
遊
ぶ
と
き
は

・
十
分
な
準
備
運
動
を
し
、
体
調
を
整
え
る
。

・
疲
れ
て
い
る
時
や
お
酒
を
飲
ん
だ
と
き

は
、
水
に
入
ら
な
い
。

・
遊
泳
区
域
か
ら
外
に
出
な
い
。

・
子
ど
も
だ
け
で
水
辺
に
行
か
せ
な
い
。
絶

対
に
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・
天
候
に
十
分
気
を
配
り
、
増
水
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
時
は
、
水
辺
に
近
づ
か
な
い
。

水難
対策

●
釣
り
を
す
る
と
き
は

　平成20年５月
から６月にかけ
て、滋賀県の琵琶
湖岸で切断された
男性の遺体が相次
いで発見されまし
たが、未だこの被
害者の身元が判明
していません。

「バラバラ殺人」
目撃情報求む !!

近江八幡警察署　捜査本部
　 0748（32）0110

　事件解決に結びつく情報を広く求
めています。心あたりのある方はご
連絡ください。

捜査特別報奨金　上限300万円

滋
賀
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
滋
賀
県
警
察
の
広
場

↓
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
登
山
箱

　

子
ど
も
虐
待
は
、
子
育
て
の
悩
み
、

子
ど
も
の
性
格
や
行
動
、
夫
婦
関
係
の

不
和
や
経
済
的
な
問
題
、
親
の
生
い
立

ち
や
病
気
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
複
雑

に
絡
ま
っ
て
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
一
つ
の
機
関
だ
け

で
解
決
し
よ
う
と
し
て
も
無
理
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
や
家
族
に
効
果
的
な
援

助
を
行
う
に
は
、
関
わ
る
機
関
が
そ
れ

ぞ
れ
の
利
点
を
生
か
し
、欠
点
を
補
い
、

各
機
関
が
連
携
し
な
が
ら
一
体
と
な
っ

て
援
助
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で「
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
」

と
い
う
共
通
の
目
的
の
た
め
に
、
関
係

機
関
同
士
が
会
議
な
ど
を
通
じ
て
理
解

し
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
つ
な
が
り
を

持
っ
て
援
助
し
て
い
く
た
め
に
「
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く

法
定
の
組
織
で
、
参
加
す
る
機
関
は
な

に
よ
り
も
子
ど
も
を
守
る
こ
と
を
優
先

す
る
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

高
島
市
で
は
、
毎
月
、
児
童
相
談
所

や
子
ど
も
家
庭
相
談
課
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
、
学
校
、
保
育
園
、
警
察
、
民
生

児
童
委
員
な
ど
が
集
ま
り
会
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
会
議
で
は
、
実
際
の
虐
待

事
例
に
対
し
て
ど
う
援
助
し
て
い
く
の

か
、
ど
う
役
割
分
担
を
す
る
の
か
を
話

し
合
う
ほ
か
、
個
々
の
家
庭
へ
の
関
わ

り
が
適
切
か
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
月
は
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
子
ど
も
と
家
族
を
守
っ
て
い
く
た
め

の
仕
組
み
「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
子
ど
も
に
関
わ
る
機
関
の
限
界

◆
子
ど
も
に
関
わ
る
機
関
の
限
界

◆
そ
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

◆
そ
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

子
育
て
中

は
、
毎
日
い

ろ
い
ろ
大
忙

し
で
す
ね
。

子
ど
も
の
た

め
に
も
、
家

族
の
た
め
に

も
食
事
は
大
切

だ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
つ
い
・
・
・
っ
て
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

け
れ
ど
、
一
日
の
な
か
で
、

ご
は
ん
を
食
べ
る
時
間
は
、
子

ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
れ
る
ひ
と
時
で

も
あ
り
ま
す
ね
。

　

こ
の
教
室
は
、
３
回
シ
リ
ー

ズ
で
、
楽
し
く
料
理
を
し
な
が

ら
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　

乳
幼
児
期
は
、
食
生
活
の
基

礎
を
つ
く
り
、
将
来
、
健
康
な

心
と
体
を
作
る
大
切
な
時
期
で

す
。
こ
の
時
期
に
食
の
大
切
さ

に
つ
い
て
親
子
で
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？ も


